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第 2 章では、 UNFCC(気候変動枠組条約事務局 )における国際交渉経緯、
IPCC(気 候 変 動 に 関 す る 政 府 間 パ ネ ル )の 関 連 報 告 書 （ Specia l  Repor t  f o r  
Land  Use ,  Land-Use Change ,  and Fores try (2000) ,  Good Pract i ce  





























と す る 吸 収 源 と 観 測 方 法 組 み 合 わ せ へ の 影 響 因 子 が 、 1)  炭 素 ク レ ジ ッ ト
(CER)の価格、 2)  各吸収源に蓄積される単位面積あたりの炭素量（あるいは
吸収量全体に対する吸収量比）、 3)  モニタリング経費、であることを明確に





論では、IPCC の Good Pract i ce  Guidance  f or  Land  Use ,  Land-Use Change  













技術戦略を分析し ている。これらの 分析結果より、全 球地球観測システ ム
（ GEOSS）の構築を踏まえた、我が国に必要とされる観測技術戦略として、
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